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１ ． はじめに

　 この冊子を手に取ってく ださ り あり がと う ございます。 私は西宮で生ま

れ育ち、 上ヶ原小学校、 上ヶ原中学校を卒業しました。 また父は関西学院

中学部の元教員でもあり ます。

　 これから私の人生経験を書いていきますが、 こ こに書いているこ と はほ

んの一部であり 、 書けないこ と もたく さんあるこ と をご理解く ださい。 お

伝えできる範囲で皆さんに共有できればと 思っています。 また、 今回はセ

ク シュアリ ティ を切り 口にしていますが、 私には発達障害（ ADHD、 自閉

スペク ト ラム症） と 複雑性 PTSD と いう 側面もあり ます。 どんな人にも多

様な側面があり 、 決して一面では語り きれないこ と を念頭に読んでいただ

けると 幸いです。

２ ．「 セク シュアルマイノ リ ティ 」 と の出合い

　 私が自分のセク シュアリ ティ に気づいたのは、大学に入ってからでした。

それまで、「 同性愛」 と いう 言葉や「 セク シュアルマイ ノ リ ティ 」 と いう

言葉も知り ませんでした。

　 小学校の頃、 自分のこ と を「 僕」 と いう 女の子がいましたが、 私を含め

周囲の子たちは「 その子はその子」 と 特に気にするこ と はあり ませんでし

た。 小学校時代は、 背の高い女の子、 優しい男の子、 色んな子がいるこ と

が当たり 前で、「 ～ら し く しなさ い」 と いう 言葉を聞く 機会は少なかった

よう に思います。

　 中学校にあがり 、 制服はきっちり と 男子、 女子に分かれ、 授業によって

は男女で分けられるものもあり ました。 その中で私はどんどん居心地が悪

く なっていきました。「 ～ら し く 」 し ないと 周り についていけない。 窮屈

に感じるこ と が増えました。

　 高校生になった 2001 年、 テレビで “3 年 B 組金八先生 ”を見て、「 性同

一性障害」 と いう 言葉を知り ました。 当時、 私自身も様々な性のグラデー

ショ ンの中にいると は理解していませんでしたが、 ク ラスにも性同一性障
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害の子がいるかも しれないと 悩みました。 高校、大学では、より「 ～ら し く 」

と いう 言葉を聞く よ う になり ました。今思えば、セク シュアルマイノ リ ティ

のコミ ュニティ に入るまで、 自分らし く いられたのは、 小学校と 、 中高の

部活で剣道をしていた時だけだったかもしれません。 いつもどこかで「 ～

ら し く 」 と いう 言葉がまと わり ついてきました。 学生時代、「 自分ら し さ

と は何か」「 女 / 男らし く しなく ていい」「 セク シュアリ ティ について」 学

ぶ機会は全く あり ませんでした。

　 大学 3 回生の進級論文を書く と き、 ずっと 気になっていた「 性同一性

障害」 をテーマにしました。 調べるほどに、自分が今までいかに「 女 / 男」

と いう カテゴリ ーに縛られて生きてきたか、 人をステレオタイプで見てい

たか思い知り ました。 そして卒業論文では「 多様な性から学ぶこ と 」 と い

う タイ ト ルで、 様々なセク シュアリ ティ の人たちにインタビュー調査を行

いました。 大学の中には「 ホモは気持ち悪い」 と いう 会話や、 女装をして

笑いを取るこ と などが日常的にあり ました。 当時自分は当事者じゃないと

思っていても 、 研究発表時には足が震えました。 卒業論文を書く ために参

加した講演会で出会ったレズビアンカッ プルが主催しているサーク ルに出

入り するよう になり 、 卒業後はそのサーク ルの運営に関わるよう になり ま

し た。 色んな人に出会う う ちに、「 自分は男性が好きだと 思っていたが、

その人の体が女性だったら？」「 自分は化粧をしなければなら ないと 思っ

ていたが、 なぜなのだろう ？」「 女性に告白さ れたら 性別を理由に断るの

だろう か？」 と 、 自分を縛っていた固定概念が崩れていきました。 それで

も 、私はバイセク シュアルだと 思ってはいけないと 思っていました。コミ ュ

ニティ の中には、「 バイセク シュアルはどう せ異性と く っつく 」「 あなたは

スト レート だから セク シュアルマイ ノ リ ティ じゃない」「 ヘテロセク シュ

アルにはどう せ私たちの気持ちはわからない」。 そんな会話があり ました。

自分の中にある気持ちに折り 合いをつけられないまま、 と あるイベント で

同じ 感覚を持つ関学の後輩に出会いまし た。 その人が 6 年半共に歩んだ

元パート ナー（ 2012 年度総合政策学部卒業） です。「 自分は男でも 女で

もないと 思っている 」「 好きになった人が好き」 と 笑顔で話すのを聞いて、

やっと 自分の中の答えを見つけたよう に思いました。 当時は髪をく く って
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化粧をし、 ヒ ールを履いて過ごし ていまし たが、 元パート ナーに出会っ

たこ と で私の人生は一変しました。 今思えば、「 ～らしさ 」 から解放され、

人生の再スタート を切った瞬間だったよう に思います。

３ ． 母校を変えたかった

　 私は在学中、 Habitat For Humanity の日本学生支部である Eco-Habitat
関西学院と 関学よさ こい連炎流に所属し、 どちらも幹部やリ ーダーなどを

務め、 4 年間精力的にサーク ル活動に打ち込んできました。 フィ リ ピン、

韓国へ行き、 幸せと は、 ボランティ アと は何かを問い続けました。 フィ リ

ピンに行きサブリ ーダーを務めた時は、 誰一人欠けずに充実した時間を過

ごせるよう に試行錯誤しました。 三田キャンパスから広島平和記念公園ま

で 340km サイク リ ングした時は、 韓国の仲間と 共に走り き り ました。 関

学よ さ こ い連炎流は私たちが 1 回生の時設立し たため、 毎年倍になって

いく チームをまと めるこ と 、 自分たちだけではなく 、 見てく れるお客様が

笑顔になってく れるよ う に、 居心地のよいサーク ルをめざしました。

　 けれど、 私は遠く ばかり を見ていたこ と に気づいていませんでした。 大

切な仲間はすぐ隣にいたのに。 私は卒業論文を書いている時、 アンケート

を何百枚も配ったり 、 積極的に先輩、 後輩、 友人にセク シュアリ ティ につ

いて話したり していたのに、 カミ ングアウト されたこ と があり ませんでし

た。 私自身が当事者か当事者でないかと いう こ と よ り 、 カミ ングアウト さ

れるよ う な人間ではなかったのです。

　 卒業してから 、 サーク ルの先輩にカミ ングアウ ト さ れました。 その時、

先輩は私のこ と を当事者だと 知らなかったよう で、 声を震わせながら電話

してく れました。 そして私が当事者だと いう と ホッ と した様子で自分の学

生生活のこ と を語ってく れました。 尊敬していた先輩が自死を考えるほど

苦しんでいた話を聞いて、 私は本当に悔しかった。 自分のしてきたこ と は

何だったんだろう と 思いました。 先輩の気持ちも知らずに、 私は女装する

友達を見て笑い、 男女カッ プル前提の恋バナで盛り 上がり 、 私は皆がその

場を楽しんでいると 思い込んでいたのです。
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　 海外ボランティ アへ行き、 貧困問題に触れ、 文化の違いを学ぶ前に、 私

は仲間の違いを知るべきだったと 思います。 よさ こいを通して人を笑顔に

する前に、 私は踊り 子の中に色んなマイノ リ ティ がいるこ と に気づく べき

だったと 思います。セク シュアリ ティ に限らず、私は何も想定していなかっ

た。 日本国籍ではない学生が含まれているこ と も 。 身体障害のある学生が

自分の運営するサーク ルに入り づらいこ と を考えたこ と もなかった。 自分

の特権について振り 返るこ と もなかった。常に誰かのためを思っていたし、

世界を良く しよ う と 思っていました。 だけど、 その前に隣にいる仲間のこ

と を全く 考えていなかった。 私の中の「 think globally,  act locally」 はう

わべだけだったこ と に気付きました。 私の隣の人のこ と 、 ひいては私自身

のこ と さえ考えていなかったのです。

　 そのこ と に気づいてから 、私の学生生活の思い出は灰色に変わり ました。

楽しかった思い出がすべて自責に変わっていきました。私は何も知らずに、

大学生活を送ってしまった自責の念から 、 セク シュアルマイノ リ ティ の活

動に没頭するよう になり ました。 それは自身のセク シュアリ ティ を自分が

受け入れるこ と よ り も優先順位が高く 、 結果的に自分が感じている痛みは

後回しになり ました。 なぜなら 、 すぐにでも私は母校を変えたかったから

です。 母校を変えるこ と で、 自分が救われたかったのだと 思います。

４ ． 活動の原点

　 2007 年の進級論文がきっかけである なら ば、 2010 年 11 月が私のセ

ク シュアルマイ ノ リ ティ の活動の原点です。 当時現役生だった元パート

ナーにお願いをし、 母校の先生のつてを辿
たど

って、 授業の終わり 15 分に自

分の体験談を話す機会をも ら いまし た。 そこ で友人たちから 集めた写真

（ 想
おも

いを書いても ら ったメ ッ セージを持っても ら った） を編集し動画にし

て音楽をつけて流しました。 想いばかり が先走って、 ずっと 泣いていたこ

と を鮮明に覚えています。 足が震えて何もできなかったけれど、 たく さん

の人たちが食い入るよ う に見てく れました。 そこ から 2017 年 12 月まで

ライフワーク と して講演活動を行う よ う になり ました。
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　 2013 年、 武田丈先生から人権教育研究室主催でセク シュアルマイ ノ リ

ティ をテーマに講演会（ 後の第１ 回関学レインボーウィ ーク ） をしないか

と いう お声がけをも らいました。「 関学の中のセク シュアルマイノ リ ティ 」

と いう タイ ト ルで、 私と 元パート ナーの写真展と パネルセッ ショ ンを行い

ました。写真展示コーナーには付箋で自由に感想を貼れるよう にしました。

同年と 翌年の 2 回、三田キャンパスの学園祭で「 関学レインボープロジェ

ク ト 」 と 題し たブースを出展し まし た。 元パート ナーの友人の現役生た

ちの力を借り 、 関西学院大学の教職員 30 人ほどから メ ッ セージと 写真を

集めて展示しました。 このメ ッ セージと 写真は 2014 年の関学レインボー

ウィ ーク でも展示するこ と になり ました。

　 私はその時まで、当事者が顔だしする方が効果があると 思っていました。

もちろん、 当事者が声を上げるこ と が前提と して必要だと は思います。 し

かし、 私と 元パート ナーの写真展と 教職員の写真付きメ ッ セージでは、 反

応が大きく 違ったと 感じました。 前者に対しては、「 関学に性的マイ ノ リ

ティ のカッ プルがいると いう こ と が衝撃だった」「 私たちと なんら 変り な

い日常を送っていて安心した」「 自分は当事者なので世の中は偏見だら け

だと 思っていた」「 一人じ ゃないと 実感できた」（ 関西学院大学　 人権研

究　 第 20 号より 要約） と いう よ う なも のでした。 全体的に、 驚きや当事

者からの共感が多かったよう に記憶しています。 しかし、 教職員の写真に

対しては、「 普段は授業や研究をされている先生方もさ まざまな考えを持っ

ているこ と がわかった」「 自分の学部の先生のメ ッ セージがあったので真

摯に受け止めら れた」「 教職員によるメ ッ セージによ り 、 いつも 講義をし

てく ださ る教授も味方なんだと 思えた」（ 関西学院大学　 人権研究　 第 20
号より 要約） など、 共感を示す声が多く 上がったのでした。

　 2014 年に開催さ れるこ と になった講演会などの企画を、 第２ 回関学レ

インボーウィ ーク と 名付けました。 連続して開催されていると いう 土台を

作った方が、 組織のしく み作り につながると 考えたからです。 そこでは当

事者だけでなく 、 アライの立場で関学レインボープロジェク ト を支えてく

れた学生に登壇をお願いしました。 当時感想に書かれていた言葉は、 その

後の私の活動に大きく 影響を与えてく れました。 それは「 同じ年代の学生
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と し て “知ら なかったこ と ”への差を感じ まし た」（ 関西学院大学　 人権

研究　 第 20 号よ り 要約） と いう も のでし た。 当事者ではないから こ そ、

動かせるものがあるのだと 確信しました。 それから様々な人たちの支えと

協力がつないできた関学レインボーウィ ーク には、 2017 年ごろまで関わ

らせていただきました。 その中で学んだこ と は計り しれず、 今も自分の生

き方に大きな影響を与え続けています。

５ ． 会社でのアウティ ング

　 卒業後社会に出て、 一般企業で働く こ と になり ましたが、 学生時代と は

歴然の差でした。 新卒で入社した会社は 2011 年の冬で退職。 理由は多々

あり ますが、 一番大きいのはアウティ ング（ セク シュアリ ティ を暴露され

るこ と ） によって突発性難聴になったこ と です。 その時の記憶は曖昧で、

帰り の電車で泣いていたこ と など断片的な記憶しかあり ません。 しかし、

アウティ ングは私の人生を狂わせるのに十分でした。

　 私は運用 SE の部署で、営業、プログラマー、お客様をまと めるプロジェ

ク ト リ ーダーのよ う な仕事をしていました。 当時入社 3 年目だった私は、

会議室でマネージャー、 係長、 主任、 後輩、 合わせて 6 名ほどでミ ーティ

ングをし ていまし た。 日々の生活と 仕事について振り 返る ミ ーティ ング

だったため、 プライベート についても少し触れられるだろう こ と は理解し

ていました。 後輩から 順に質問さ れていき、 私の番になった時に、「 結婚

するのか？」 と 聞かれました。 咄
と っ さ

嗟にいい返事が思いつかず、「 同性のパー

ト ナーがいます。 結婚できませんが、 これからも仕事を辞めるつも り はあ

り ませんし、 頑張って働きます」 と いう よ う な返事をしました。 一瞬で会

議室の中が凍り つき、マネージャーの顔が曇り ました。「 パ、パート ナー？」

「 知ってたか？」 と 次々と 他の社員に聞く マネージャー。 その場にいた人

の中では後輩にのみカミ ングアウト していたので、 他の人は知らなかった

と 答えていました。 そして何事もなかったかのよう に、 ミ ーティ ングは終

わり ました。

　 その日が木曜日でした。 金曜日にマネージャー達の飲み会があったよう
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で、 そこ で私のこ と が話さ れまし た。 それを知ったのは、 日曜日に主任

から 電話があったから でし た。 普段から 主任は差別的な発言が多く 、 私

がゲイパレード に行ったと 話してみた時も 、「 女同士はいいけど男同士は

ちょ っと な」 と 言った人でした。 休日に珍しいなと 思って電話に出ると 、

主任は普段と は違ってと ても 怒っていました。「 人の人生に関わるこ と を

あんな風に笑い事にするなんて許せない」 そう 主任は言いました。 主任は

同僚の営業から 私のカミ ングアウ ト が全マネージャーに笑い事と し て広

まったと 聞いたと のこ と でした。

　 翌日の月曜日、 会社へ行く 時にド アが異常に重かったのを覚えていま

す。 浅い呼吸をし ながら ド アを開ける と 、 100 人以上いるフロアの社員

が一斉にこちらを見たよう に感じました。 そして営業の後輩が笑いながら

やってきてニヤニヤと 全身を見て去っていきました。 席に座って、 自分の

いるフロアだけでなく 相当な数の社員に広まったと 感じました。

　 そこから退社するまで、 正直、 記憶がほと んどあり ません。 冒頭に述べ

たよう に、 私は自分の部署だけではなく 、 他部署と の連携がと ても重要に

なる部署にいました。 営業にも 、コールセンターにも 、プログラマーにも 、

すべての社員に知られて、 それが笑い事と して扱われている。 それは言葉

に表せないほどの恐怖でした。 悲しいこ と に、親しい同僚に話してみても 、

話した私が悪いと いう よ う な反応で、 戦ってく れる人は誰一人いませんで

した。

　 退職した私は、 完全に人間不信、 社会不信に陥っていました。 しばら く

の間、 耳が聞こえにく く 、 耳鳴り が治らなかったこ と も 、 スト レスになり

ました。 退職後は、 長期的な仕事を続けるこ と ができず、 2 年間 1 日や 4
日などの短期バイ ト 、 最長 2 ヶ 月のバイ ト を転々と し まし た。 二度と 同

じ目には遭いたく ない。 次に同じこ と をされたらも う 生きていけないと 思

いました。 だからできるだけ職場の人と プライベート な話題をしなく てす

むよう な仕事を選びました。 再就職前、 最後にしていた仕事はコンビニ弁

当を作る工場のライン作業でした。 目しか見えない作業着を着て、 社員以

外は帽子の色で呼ばれる、 そんな仕事でした。 男女に分かれた社会、 異性

愛が当たり 前の社会で生きていく のは絶望的に感じました。
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６ ． パート ナーの手術

　 今は元パート ナー（ 以下パート ナー） と なってしまいましたが、 本人に

も 許可を得てその時のこ と を記そう と 思います。 2015 年 4 月下旬。 パー

ト ナーが突然の腹痛を訴え、 卵巣嚢腫 ( のう しゅ ) の手術をするこ と にな

り ました。 こ こでも しセク シュアルマイノ リ ティ でなかったら 、 かかり つ

けの婦人科で病院を紹介しても ら い、 職場、 家族に手術するこ と を伝え、

パート ナーである私は病院に付き添ったり お見舞いに行ったり していたで

し ょ う 。 たった 3 行で終わる話だったと 思います。 し かし、 パート ナー

は FtX ト ラ ンスジェンダーであり 、 見た目は男性に見ら れるこ と が多い

人でした。 そして、父親にはカミ ングアウト しておらず、他の家族にはパー

ト ナーの自認や私の存在は知られていませんでした。 パート ナーの母親も

当初あまり カミ ングアウト には前向きではなかったよう で、 詳しい話はし

ていませんでした。 パート ナーのセク シュアリ ティ ゆえに、 家族関係はう

まく いっていると は言い難い状況でした。

　 また、 日頃からパート ナーは戸籍と 見た目の性別にギャッ プがあったた

め、 病院にあまり 行きませんでした。 そのために、 発見が遅れたと も言え

ると 思います。 見た目が男性のパート ナーは、 精神的苦痛から婦人科に行

けていませんでしたが、 この時は内科から婦人科に行く よ う に言われ、 大

きな病院で手術、 入院するこ と が決まり ました。 籍を入れておらず、 見た

目も女性の私は、 パート ナーに付き添い、 まず先生へのカミ ングアウト に

臨みました。 幸い先生がト ランスジェンダーと いう 言葉を知っていて手術

や入院時の希望を伝えるこ と ができました。 こ こで差別的な発言を受けて

いたら 、 信頼できない人に手術される不安も大きかったでしょ う し 、 入院

期間も不安を感じながら過ごすこ と になっていたと 思います。

　 私たちは付き合って 5 年経
た

っていまし たが、 家族にはゆっく り 理解を

しても らい、 いずれきちんと 話したいと 思っていました。 卵巣嚢腫になっ

たこ と で、 セク シュアリ ティ のカミ ングアウト 、 そして同性パート ナーの

存在を伝えるこ と が一気に押し寄せてきたのです。 何度も話し合い、 パー

ト ナーは入院前夜、 父親にあててカミ ングアウト の手紙を書き、 セク シュ
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アリ ティ に関する資料をまと めました。

　 入院前日、 パート ナーと パート ナーの母は病院の休憩室で泣きながら 1
時間以上話し合っていました。そして、入院当日、パート ナーの両親に会い、

5 分後にはパート ナーが手術室に入ってしまったため、 4 時間を 3 人で過

ごしました。 昨日手紙でカミ ングアウト された父親と 、 カミ ングアウト に

反対だった母親。 パート ナーの前では平穏だったけれど、私と 3 人になっ

て怒り だしたらどう しよ う 、 出て行けと 言われたらどう しよ う 、 色んなこ

と を聞かれたらどう しよ う 。 パート ナーの安否を心配する気持ちと 、 義両

親へのカミ ングアウ ト で、 心臓が押しつぶさ れそう でした。 私は必死で、

しかし落ち着いた感じを装いながら 、 パート ナーがどれほど素敵な人で、

両親のこ と を想っているかと いう 話をしました。 幸い、2 人は、パート ナー

を傷つけてきたのではないかと 涙を流し、 私にも優しく 接してく ださ る素

敵なご両親でした。

　 こ れだけのこ と を 1 ヶ 月弱の間に全て乗り 越えなければなり ませんで

した。 幸い、 病院や家族へのカミ ングアウト が成功しましたが、 そう でな

かったら と 思う と ゾッ と します。 普段から病院に行けるこ と 、 パート ナー

の存在をオープンにできるこ と 、 家族のサポート を得られるこ と 。 当たり

前のよう ですが、 緊急時（ 病気だけでなく 災害時なども ） にその有り 難み

が浮き彫り になると 感じました。

７ ． 誰かに助けてほしかった

　 私の発達特性も要因だと 思いますが、 私は「 自分はおかしく ない」 と 思

う こ と が苦手です。 嫌なこ と をされても 、 嫌だと 言えなかったり 、 自分が

ダメ だから 受け入れても ら えないんだと いう 考え方に偏ったり し がちで

す。 本当は活動より も先に、 自分のこ と に向き合う べきだったのかもしれ

ません。 それでも自責の気持ちに報いたい、 も う 誰も失いたく ないと いう

思いが先行していました。 セク シュアリ ティ と いう 自分の根底に関わる活

動をがむしゃらにするこ と で、 何かを払
ふっしょく

拭したかったのだと 思います。 で

も本当は大勢の人に向かって傷口をむき出しにして、 過去をえぐるよ う な
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体験をしなく ても 、 ただ話を聞いても らいたかったのかもしれません。 誰

かのこ と を守り たい、 その裏側にあったのは、 自分のこ と を助ける術
すべ

を知

り たかったと いう こ と だったのかもしれません。

　 2010 年から 7 年続けた講演活動を今は休止しています。 消えたいと 願

う 日々が続き、 も う これ以上無理だと 感じたからです。

　 私が自分のこ と に気付き始めた 2007年。あの頃の私に言ってあげたい。

「 ゆら いでも いい。 変わっても いい。 悩んでいい。 決めなく ていい。 あな

たはマイノ リ ティ でもあるし 、 マジョ リ ティ でもある。 誰かの幸せのため

に、 あなたが幸せになっていいんだよ。」

８ ． おわり に

　「 はじめに」 で前述したよ う に、 こ こ に書いたこ と は私の人生のほんの

一部にすぎません。 辛
つら

く て思い出と いう には早すぎる経験や、 受け入れが

たい過去、そして今でも脳裏に焼き付く よ う な出来事には触れていません。

それでも何か残すこ と ができていれば幸いです。

　 こ のチャンスをく ださ った武田先生、 澤田先生に深く 感謝しています。

そし て 7 年間、 関学レイ ンボーウィ ーク と いう 灯
ともしび

火を灯し 続けてく れて

いるすべての人へ。

　 いつか誰もが、 このキャンパスを堂々と 歩き、 好きな人と 空を眺め、 友

人と たわいもないランチを不安なく 過ごし、 誰かの幸せを祈るこ と ができ

る日が来ますよう に。


